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まえがき

ミ ャ ン マ ー 連邦は､ 広大な国土面積6 7 .7 万 k m
2
( 日本の約 1 .8 倍) を有し､ 豊かな土地

と水資源に 恵まれて い る が､ 長年の鎖国政策によ っ て 国土開発が立ち遅れ､ 経済活動

が停滞して きた ｡ 1 9 88 年の 国軍ク ー デタ ー による国家法律秩序回復協議会政権の誕生

以来 ､ 従来の社会主義経済政策が放棄され開放化政策に 転換してきた｡ その 結果､ 経

済成長は著しく伸び､ 1 9 97 年の ア ジア通貨危機の影響を受けたもの の ､ 1 9 99 年には 10 %

を上回 る実質経済成長率を達成 して い る ｡ 特に国内総生産 の 5 0 % を占め ､ 総人 口 の 7 5 %

を抱えて い る農業部門にお い ては､ 増大する 人口 を養 い ､ 穀物 ･ 豆類等の 輸出品を増

産するた め に､ 潅漑を中心 と した農業基盤整備が急 ピ ッ チで進め られて い る ｡ しか し

一

方で は ､ あま りに急激な経済成長を指向するあまり ､ 長期的な展望 ( 国家社会経済

開発計画等) もない まま､ ある い は また農村部におけ る生 活イ ン フ ラ整備や農民組織

の 整備が伴わな い 開発とな っ て い る｡ 市場経済体制に移行 しつ つ ある現在､ 都市部 と

農村部の格差の 拡大 や均衡を失 した国土開発が ､ 将来の 社会問題を生み 出す要因とも

な りかねない 状況で ある ｡

今回事前調査をした｢ 中央乾燥地域農業開発計画調査+ は ､ 全国的にも食糧安全保 障の

整備が遅 れ ､ また貧困度も高い 地域で あり､ ミャ ン マ
ー 国の 国家安全保障の 観点から

も注目を集めて い る ｡ 劣悪な土壌条件や希少な水資源を保 全
･ 有効活用 する ための 戦

略作成は同政府 におい ても高い 優先度が与えられて い る ｡ 他方､ ｢ シ ッ ク ン川 流域潅漑

用水管理 マ ス タ
ー

プ ラ ン計画調査+ は ､ すで に虫食い 的に ダム建設などの水資源開発

が同流域全体に わたる整合性の 取れ た開発方針に基づくもの で なく､ 潅漑
･ 電力 ･ 洪

水防止等の 各部門が独自に開発を進めて おり ､ 水質保持や塩水遡上 な ど環境面で の 悪

影響も出始めて い る ｡ ミ ャ ン マ
ー

政府は国家経済の 主柱であ る農業の振興が他部門産

業 へ 波及する効果 を認識 して お り､ また将来の国家の 安定経営に は ､ バ ラ ン スの とれ

た農業 ･ 農村開発が不可欠で ある こ とも共通 した認識で あるが､ そ の 実現は技術的
･

資金的制約の た め遅々と して い る ｡ よ っ て ､ これ らの計画が日本政府の援助に より実

施 され る ことを期待 して い る ｡

近い将来 ､ この 事業計画が日本政府の 協力案件として取 り上げられ ､ 我が国とミ ャ ン

マ ー

国との 技術
･

経済協力として推進されるこ とを期待致 します｡

平成 1 3 年 3 月

A D C A 調査 団長

宮 西 敬 朋
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Ⅰ . 経緯及び背景



Ⅰ . 経緯及 び背景

1 .1 農業概況

農業は ､ 生産 ､ 雇用 ､ 輸 出の 各面におい て ミ ャ ン マ
ー

国経済 の 中心 で あ り ､ その 生産動

向が経済全体を左右する最重要産業 である ｡ 現在 で は ､ 市場経済化の 進展 の 中､ 多様 な

国土条件を生か して ､ 主要作物で ある コ メ の 他 ､ モ ヤ シの 原料と なる マ ッ ぺ 等の 豆類 ､

ゴ マ ､ 落花生 ､ ジ ュ ー ト､ 綿花､ 果樹､ ケ シ の 転作 として栽培される茶や コ ー ヒ ー

､ 高

原 部 の 野 菜な ど多種 多様 な作物が 生産 さ れ ､ 生 産量 も 増加傾 向に あ る ｡ 表 1 - 1 に 生 産

量 の 推移を示 した ｡

また ､ 耕地面積 は 2 1 , 舶 3 千 エ
ー カ ー ( 9 6/9 7 年度以 下 同じ､ 約 8 . 8 6 百万 b a) で 増加傾 向

にあるもの の ､ 休耕地 3 ,1 6 8 千 エ
ー カ ー ( 約 1 . 2 8 百万 b a) ､ 耕作可能地 1 9 ,7 3 6 千 エ ー カ ー

( 約 7 . 9 9 百万 b a) と依然と して 耕地拡大の 余地が大 きく､ その 点で の 潜在成 長力は大き

い ｡ 今後農業は ､ ミャ ン マ
ー

国の経済開発 の 上 で ､ 工 業化 へ 向けて の 基礎産業 と して の

役割も期待され て お り ､ い わ ゆ るア グ ロ ･ イ ン ダ ス トリ ー

､ ア グリ ･ ビ ジ ネ ス が今後 の

経済発展の キ ー ポイ ン トと なる との 見方も多 い ｡

ミ ャ ン マ ー 国の 農業 は ､ ビル マ 式社会主義政権下に あ っ て は ､ 土地の 国有化 に よりイ ン

ド人等の 不在地主か ら 土地を取 り上 げ ､ 土地の 保有権 は農民 に 認めて 農民 へ 実質的な農

地配分 を行い ､ 自営農業 を創 出 した が ( 但 し､ 農業の 集 団化は 行わ れ な か っ た) ､

一

方

で コ メ な ど農産物の 低価格で の 政府強制買い 上げ制度お よ び計画栽培制度が導入 され ､

生 産､ 販売 ､ 保有､ 加 工 ､ 搬送 に お ける政府の 制限 ･ 管理 が行われ た ｡ 他方､ 民 間業者

へ の 売却 ( 闇取引) もある程度黙認され た ため ､ 政府 買上 げ価格 と闇 レ ー トとの 帯解が

拡大 し ( 1 9 8 6 年時点 で 価格差 は 5 ～ 6 倍) ､ 農 民 の 買上 げ制度 へ の 不満 と生産意欲 の 減

退を招 き ､ 生 産は停滞 し た ｡ 1 9 7 0 年代後半に は ､ 高収量 品種 ( Ⅲ Y V ) が 導入 され 一

時期

生 産が増大 した が ､ 流通 構造 は変わ ら な か っ た た め ､ 8 0 年代 に は再度停滞 した ｡ 1 9 8 7

年 9 月 に は こ う した停滞状 況を打破 する た めに ､ 農産物の 取 引 自由化 が行 われ ､ 1 9 8 8 年

7 月まで に コ メ 以外の 買上げ制度が廃止され ､ 同時 に計画栽培制度も廃止され た ( コ メ

は ､ 8 7 年 9 月
一

旦 自由化されたが ､ 公務員等 へ の 支給分 の 確保が 困難とな っ た こ とか ら ､

1 9 8 8 年 2 月 に 買上 げが再開され た) ｡ こ の 措置は ､ 農産物の 急激な価格高騰を招き ､ 国

民生酒 へ 大 きな 影響を及ぼ し､ 民主化運動の 引き金となる な ど政治的に も重要 な転換点

と な っ た ｡ しか しなが ら ､ 経済的に は農民 が 市場を見 な が ら自由に 栽培作物を選択 し､

販売も自己裁量 で行える な ど現金収入 の 道が 開かれ た こ とか ら､ 農民 の 生産意欲の 増大

をもた ら し た ｡ また ､
■

9 0 年代 に 入 る と市場経済化の 進展 に 伴 っ て ､ コ メ の 裏作 と して の

ゴ マ や ､ 中国や タイ の 新規需要 に対応 した油脂作物､ 薬用 作物､ 野菜 な どの 生産も増加

し､ 農 家所得の 増加をもた ら して い る ｡



表 1
- 1 主要農産物生産の推移

92/9 3 9 3/9 4 9 4/9 5 9 5/9 (i 9 6/9 7

コ メ ( 籾) 13
,
2 0 1 1 4

,
8 3 7 1 6

,
7 6 0 1 8

,
1 9 5 1 9

,
5 6 8

小麦 143 1 3 9 1 0 8 8 9 1 0 9

とうもろこ し 19 1 2 0名 2 04 2 84 2 1 2

もろ こ し 119 1 3 7 1 4 4 1 23 1 3 9

マ ッ ぺ 1 9 6 2 2 6 1 9 2 2 85 3 5 5

線豆 99 1 5 0 1 7 1 2 7 2 3 4 4

バ タ ー

ピ
ー

ン 4 6 4 2 3 8 3 1 2 9

サ ルタ ビヤ 2 8 2 5 2 3 25 2 8

大豆 27 3 0 3 4 5 0 6 4

そ の 他 の豆類 20 8 2 8 0 2 4 6 2 8 2 3 5 4

落花生 3 7 8 4 3 3 4 3 1 5 0 0 5 6 9

胡麻 17 1 2 3 7 2 2 3 3 0 4 3 5 1

ヒマ ワ リ さ7 96 8 3 1 1 7 1 6 1

綿花 63 6 8 4 3 8 6 2 1 4

ジ ュ ー

ト 2 2 3 9 2 7 3 5 4 3

ゴ ム 15 1 6 1 6 2 7 2 8

工 業用砂糖きび 2
,
3 0 8 3

,
2 8 1 2

,
7 1 9 2

,
2 5 4 3

,
0 6 1

ヴァ ー ジ ニ ア ･ タ バ コ 17 1 1 2 3 1 8 1 7

ジ ャ ガ イ モ 15 6 1 4 3 1 7 3 1 4 6 1 9 1

コ ー ヒ ー

1 1 1 1 1

荷役牛 (千頭) 6
,
3 6 6 6

,
4 2 7 6 ,4 9 6 6

,
6 Z 7 6

,
7 8 6

牛乳 ( 10 万V i s s) 3
,
1 8 8 3

,
2 3 0 3

,
2 6 1 3

,
2 9 4 3

,
3 6 0

肉生産 ( 10 万 Vi s s) 1
,
0 9 7 1

,
1 6 7 1

,
2 1 5 1

,
3 0 9 1

,
4 8 5

卵生産 ( 千ボンド) 8
,
7 0 6 9

,
4 5 & 9

,
4 6 8 9

,
9 1 5 1 1

,
0 3 4

羽 毛 ( 千ポ ンド) 35 1 3 7 2 4 0 2 4 2 1 4 6 6

葡 ( 千ボ ン ド) 9 8 1 3 3 4 8 1

蜂蜜 ( 養蜂) ( 千ポ ン ド) 2 14 2 2 6 2 2 1 2 1 2 2 4 0

漁獲高 (1 0 万V i s s) 4
,
3 6 9 4

,
8 4 6 4

,
9 9 8 5

,
0 4 0 5

,
0 9 8

l 淡水 ( 10 万 V i s s) 1
,
0 2 4 1

,
1 8 6 1

,
3 1 1 1

,
3 4 8 1

,
3 8 4

l 海水 ( 10 万V i s s) 3
,
6 1 5 3

,
6 6 0 3

,
6 8 7 3

,
6 9 2 3

,
7 1 4

チ ー ク材 ( 千トン) 36 2 3 4 1 3 3 2 2 7 2 2 5 6

鋼材 1
,
5 4 6 1

,
4 1 8 1

,
5 8 0 1

,
2 1 7 1

,
1 0 9

( 注) 1 Ⅵ s s = 3 . 6 ポ ン ド = 1 . 6 3 2 9 6 k g

p a : 暫定実績値､ p : 暫定値

( 出所) N P E D : R e v i e w of T b e F h a n ci al , E c o n o m i c a n d S o ci al C o n diti o n s 丘〉r

1 9 9 4



現在の 農業政策は ､ 農業取 引の 一 層の 自由化お よび農業生産拡大の ため の 基盤整備 が中

核 とな っ て い る ｡ 自由化の 面では ､ コ メ 買上げの 総生産量 に 占める割合が か つ て の 3 0 %

程度 から 10 % 前後に低下 した こ と､ 肥料取引 へ 国内民 間業者や 外資参入 が許可 され た こ

となどがあげられ る ｡ また ､ 基盤整備の 面で は ､ 耕地面積拡大 ､ 潅漑の 整備 ､ 肥料投入

増大 ､ 機械化促進 ､ 農業金 融活用などの 方法に より､ 農産物全体の 生産増大 ､ 工 業原料

用作物 の増産 ､ 農産物輸出の 促進が目指 され て い る ｡

最も中心 的な生産物は コ メ ( 籾) で ､ か つ て 6 0 年代前半まで は ､ 年 間 2 0 0 ～ 3 0 0 万 トン

を輸出する タイ に次く コ メ の 輸 出国であ っ た ｡ しか しな がら､ ビ ル マ 式社 会主義政権下

で 農民 の 生 産意欲 が薄れ生 産量 が低迷 した ｡ また ､ 国内消費も増加 した こ と から ､ 輸出

量 は徐 々 に 減少 し､ 8 0 年代後半に は 国内消費米 も不足 する事態 に 至 っ た ｡ しか しなが ら ､

市場経済化の 進行 に より 9 0 年代は 年々生 産量 が増加 し ､ 9 5 /9 6 年度実績 で 1 9 ,5 6 8 千ト ン

が生産 され て い る ｡ また ､ 輸 出も生 産量 に 対応 して増加 して お り ､ 9 4 /9 5 年度に は 1 0 4 . 1

万 ト ンを輸出 し ､ 約 2 0 年振 りに 1 0 0 万 ト ン 台を回復 した ｡

ミ ャ ン マ
ー

国 の 稲作は ､ エ
ー ヤ ワ デ イ ･ デ ル タ地域で の 粗放的 ･ 商業的な稲作 ､ マ ン ダ

レ ー を中心 とする中部地域で の 潅漑 に よ る稲作 ､ シ ャ ン 高原 や カテ ン 高原 な ど山間部 で

の 生産の 3 つ に 大別 され る ｡ エ
ー ヤ ワ デ イ ･ デ ル タ地域で の 稲作は ､ イ ギ リス 植民地時

代に 開発が進 め られ ､ 河川 の 氾 濫水 を利 用 した単作水 田が 多く ､ 生産は 全体 の 6 割程度

を占め ､ 輸 出米の 産地 とな っ て い る ｡ ま た ､
一

部で は裏作 に ゴ マ ､ 落花生 ､ 野菜 な ども

栽培さ れ始 めて い る ｡ 潅漑稲作で は ､ マ ン グ レ
ー

､ ザ ガイ ン ､ マ グウ ェ の 各管区を中心

に集約的な 二 期作お よ び綿花や 豆類 な どとの 二 毛作が行わ れ て お り､ 比較的生 産性 が 高

い ｡ 山間部 で の 生産は ､ 小規模 な テ ラ ス 水 田で 行われ ､ 生産性 は低 い もの の ､ 良質米 ､

もち米な どの 特殊な コ メ の 生産が行 われ て い る ｡

ミ ャ ン マ ー 国の 稲作 は ､ 可耕作地の 拡大､ デ ル タ地域で の 潅漑の 整備に よる 二 期作 ､ 三

期作 の 拡大 ､ 肥料投入 増加 ､ 機械化 の
一

層 の 進展な ど によ り ､ コ メ の 反 収増加 に よる輸

出増大の 可能性 が高く､ そ の 期待も大 きい ｡ また ､ 安定的な生産増確保の ため には ､ 潅

漑の 一 層の 普及 が最重 要課題 と され て い る ｡ な お ､ 潅漑率は ､ 9 2/9 3 年度ま で ほ ぼ 2 0 年

間ほ と んど変化 がな か っ た が ､ 政府 で は 2 0 0 0 年 まで に潅漑率を 2 5 % に ま で 向上 させ る

目標 を持 っ て おり ､ 9 2/ 9 3 年度 より潅漑用ダ ム
･ 溜め池の 建設､ 小型ポ ン プの 導入 な ど

を行 っ た結果､ こ こ 2 ～ 3 年で 潅漑率は 急速 に 上 昇 して き て お り ､ 9 5 /9 6 年度で は 2 1 . 1 %

と初 めて 2 0 % 台を達成 した ｡

1 .2 農業が抱 える問題点

ミ ャ ン マ ー

国の 農業は ､ 現在以 下の 問題点を抱 えて い る ｡

① 土 地の 農業生産性が低 い こ と

② 特に 油糧作物の 自給が達成 され て い な い



③ 農業 の 近代化 が停滞して い る こ と

④ 農業技術 の 近代化 の ため の政府支援､ 普及 サ ー

ビス が不足 して い る こ と

⑤ 農村部の 生活環境 が劣悪である こ と

上記の 問題点は､ 主と して 以下の状況 に起 因する と考えられる ｡

( 1) 不十分な土 地資源の 有効利用

ミ ャ ン マ ー

国は東南ア ジア 地域に お い ても有数 の広 大な農地を持 っ て おり､ しかも他

国と 異なる の は ､ 耕作 可能地や将来 に おい て 開発可能 な膨大 な土地資源を有 して い る

こ と で ある ｡ 全 6 ,7 6 0 万 b a の 土地資源 の う ち ､ わずか に 1 3 % が耕作 され て い る に 過 ぎ

な い ｡ 土壌水分量 や水 資源の 賦存量 で 上 部 ( 北部) ミ ャ ン マ ー より は るか に 勝る下 部

( 南部) ミ ャ ン マ ー に は ､ 将来 の 混植や多期作地域 へ の 開発可 能地が広く分布する ｡

以 下に ､ 土 地利用 の 現況を示 した ｡

現況土地利用

土地種別 面積 ( 1
,
0 0 0 b a) 割合 ( % )

播種面積 ( ネ ッ ト) 8
,
5 8 7 1 2 .6 9

休耕 地 1
,
4 8 9 2 .2 0

可 耕荒地 8
,
1 9 1 1 2 .1 1

保全林 10
,
2 6 0 1 5 . 1 6

そ の他森林 2 2
,
1 3 0 3 2 .7 1

そ の 他 1 7
,
0 0 1 2 5 .1 3

計 6 7
,
6 5 8 1 0 0 .0 0

(2) 未開発な水資源

ミ ャ ン マ ー

国全 体の 水資源量 は 1 兆 7 4 0 億 m
3
と推定さ れ て い る ｡ しか も中央乾燥地域

を除けば ､ 国中の 至 る所 で 雨期 の 稲作 が可能 で ある ｡ し か しな が ら ､ 中央乾燥地域で

は 年間 5 0 0 ～ 8 9 0 皿 皿 とい う不規則 か つ 不十分な 降雨量 の た め ､ 雨期とい え ども潅漑 な

しに は満足な収量 は望 め な い ｡ その 上 ､ 潅漑施設も絶対 的に不足 して い る ｡ 潅漑施設

整備の ため の 膨大な可 能性 を包含 して い る ｡

既存の 潅漑 面積は播種面積 の 約 1 7 % を占め る に 過 ぎな い ｡ 農業省は 潅漑率遠戚の 短期

目標と して 2 5 % を掲 げて い る ｡

以 下に ､ 潅漑面積の 現況 を示 し た ｡



現況潅漑面積

年
種面肴 ( ネ ッ ト) 潅漑面積

1
,
0 0 0 h a 1

,
0 0 0 b a %

1 9 9 2 /9 3 8
,
7 1 4 1

,
1 0 9 1 2 . 7

1 9 9 3ノ9 4 8
,
8 6 7 1

,
5 3 4 1 7 .3

1 9 9 4 /9 5 9
,
0 0 0 1

,
7 1 2 1 9 . 0

1 9 9 6/9 7 9
,
2 0 0 2

,
3 0 0 2 5 . 0

( 3) 農業お よび農村イ ン フ ラ の 未整備

道路 ､ 給水施設 ( 飲料水 ､ 生活用水等) ､ 電力供給網な どの イ ン フ ラ施設が大部分 の

農村地域 におい て 未整備で あり ､ そ の ため生活環境や就農情況が極 めて 劣悪な条件 の

下 に 放置さ れ て い る ｡ 主 要地方道が地 区の 近傍 を通過 して い る所 で も ､ 地区 内の 道路

網は ほ とん ど未整備で ある ｡ 牛車が も っ ぱ ら 唯
一

の 農作物運搬手段で あり ､ そ の 牛車

道は車輌が通 行で き る状態で は な い ｡ 地 方農業 を支える た めの 流通手段は 全 く確保 さ

れ て い な い ｡ 当然な が ら大 半の 農村 に は電力が供給さ れ て い な い ｡

(4) 農業支援施設 の 未整備

農業集落に は生活用 水 ､ 養魚 ､ 庭先潅漑等 の 他目的用 途 があ る貯水池 ､ 収穫物 の処理

や家畜の 育成の た め の 広場 ､ 収穫物や農業生産資材等を貯蔵する た めの施 設類 が極 め

て未整備 で ある ｡ ミ ャ ン マ ー 国におけ る農村集落 ( V ill a g e) は そ の 周囲を フ ェ ン ス 等

で 囲 まれ た ､ 外界 か ら隔離 され た様式 をも つ も の が
一

般 的で あ る が ､ 燃料 として の 薪

を採集する ため の 集落共有林が整備 され て い な い ｡ した が っ て ､ 近代的､ 総合的な農

業
･

農村整備が促進さ れ る よう な状況 に はな っ て い な い ｡ また ､ 多くの 地域で は 雨期

の 降雨 は極 めて 局 所的な雷雨 を伴 っ て 発生 する ｡ したが っ て 農民 は高価な 肥料や農薬

が集中的な 降雨に よ っ て 洗い 流 され る こ とを懸念 して ､ 施用 を控え､ それ が満足 で き

る農産物収量を産み 出さな い 原 因 ともなる 悪循環が見 られ る ｡

以下に ､ 農 薬の 施 用状況を示 した ｡

農薬の 施用 状況

( 単位 : 千 トン)

年 U r e a T - S u p e r P o t a s h 計

19 9 2/9 3 1 4 0 2 9 4 1 7 3

1 9 9 3 /9 4 2 8 0 5 3 1 1 3 4 4

1 9 9 4/9 5 2 9 7 8 4 6 3 8 7

1 9 9 5 /9 6 ( 目標) 6 2 4 2 8 9 8 7 1
,
0 0 0



( 5) 農業機 械化 の 遅延

農業の 機械化 には以 下の 効用 がある と考えられる ｡

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

農業作業効率の 改善

農業収量 および収入 の 拡大

作物の 収穫損失の 削減

作物の 品質維持

耕作可能地の 拡大

人力および畜力で は不可能な作業の 実施

労 力削減に 伴 う就労 機会 の 増大

しか しな がら ､ 現在に お い て は農業 の 機械化は ほ とん ど達成さ れて い な い ｡

農業機械化の 現状 ( 農業機械 の 導入 台数)

農業機械の種別 19 9 2/9 3 1 9 9 3 /9 4 1 9 9 4 /9 5

ト ラクク ー 1 2 2 1
,
4 6 1 1

,
2 6 4

パ ワ
ー テ イ ラ ー 5 0 0 3

,
6 9 5 3

,
8 7 5

パ ワ
ー テ イ ラ ー 付き ハ

ー ベ ス タ
ー

5 0 0 2
,
5 0 0 2

,
4 7 4

ス レ ツ シ ヤ ー 4 6 9 9 7 5 2 5 0

ウ イ
ー

ダ
ー

1 0 0 1
,
0 0 0 3

,
0 5 0

シ
ー ダ ー 5 0 1 0 0 4 6 2

2 輪 ト レ
ー ラ ー 5 0 1 5 0

ペ ダ ル脱穀機 20 0 6 (i 7 4 5 0

籾乾燥機 5 3 0 1 0 0

小規模 ポ ン プ 2
,
4 4 2 2

,
3 1 2 3

,
0 0 0

ス プ リ ンク ラ ー 2
,
0 0 0 4

,
2 5 6

2
M

X 1 5
,

P V C パ イ プ 10
,
0 0 0 1 7

,
4 0 0

(6) 政府 に よ る農業支援対策の 不足

農業普及 ､ 農業金 融､ 農業技術 に 関する訓練等の 支援対策 が不足 して お り ､ 近代的か

つ 高度 な農業が 普及で きる状況 に な っ て い な い ｡

(7) 厚生施設の 未整備

小学校 ､ 診療所 ､ 公 民館 な ど､ 農村 集落の 生酒水準を高 める ため の 施設が整備され て

い ない ｡



1 .3 農業開発政策

経済開発第 6 次計画 におい て ､ 農業開発は最重点とされており､ ①食糧増産 ､ ②輸出用

作物の 開発 ( ゴ マ ､ 落花生 ､ トウモ ロ コ シ ､ サ トウ キ ビ ､ その 他 マ メ 頬) ､ ③農村 工 業

の 振興を戦略と して い る ｡

農業は依然停滞から脱却 しえない で い るが ､ 国境貿易の 自由化 から 一

部産地で は需要を

意識 して の 商業 的農業 が芽生え つ つ ある ｡ すな わ ち ､ ゴ マ の増産 ､ サ フ ラ ワ
ー

､ タ バ コ ､

ス テ ビ ア 等 の 工 芸作 物や漬物用 の シ ョ ウガ ､ キ ュ ウ リ な どが新た に栽培され る よう に

な っ て い る ｡

O D A の
一

時的な停止 などに よ る外資不足 を補う ため に ､ 国境地帯の 森林伐採権をタ イ の

業者に売却 した り ､ 水産部 門で は領海の 漁業権を主 にタイ 漁船 に売却 して い る た め漁獲

高が急増 して い る ｡ しか し ､ 急激な森林伐採 を抑制す る た めに ､ 外国企業 へ の 伐採権の

交付を 1 9 9 2 年未以 降停止 し､ 丸太の 輸出よ りも付加価値 の 高い 加 工 材 に よる持続的森林

開発を意図 して い る ｡

国家経済の 発展 に 向け て 先導的役割 を果た す べ き農業部 門改革に 対する支援的政策は ､

① 食料作物及び 工 芸作物の 生産に 関する制限の 撤廃

② 商業規模で の 工 芸 ･ プ ラ ン テ ー シ ョ ン作物栽培 の 許可

(診 民 間投 資家並 び に農民に よる耕作未利用地 に おけ る農業生産拡大の 許 可

④ 農機具 や農業投 入資材 の 配布に関 して 民 間部門の 参加の 奨励

⑤ 農業生 産不 適地の 他用途利 用 の 推進

上記農業基本政策の 実施 に あた り､ 国内の 他作物の 生産 に リス クを加える こ となく次に

述 べ る 3 つ の 主 要目標 に優 先度 が与え られて い る ｡

(D 米の 生 産余 剰 を達成する ｡

② 食用 油生産 にお い て 国内自給を可能 にする ｡

③ 豆 類及 び 工 芸作物 の増 産と輸出増 ｡

上 記 3 目標を達成 するた め に下記に示 す 5 項目の 戦略的方策 が提案され実施 に向けて 統

合化が 図られ て い る ｡

①

②

③

④

⑤

新規農地の 開発

十分 な量 の 潅漑用水の 供給

農機 具の 利用機 会の 提供 と利用促進 へ の 支援

実証され た農業技術の 適用

近代的品種の 開発と利用



ミ ャ ン マ ー 国における農業開発 に対 する 主要課題は ､

①

②

③

④

⑤

農業技術の 試験研究及 び開発活動に関する経験豊富な 人材の 不足

農民の 投入資材に 対する財務 的か つ 物理 的ア ク セス の 欠如

環境 に適合 した適正 か つ 実質的農業技術の 移転

参加者全 員に 対する公 平な便益享受を保証する市場体系の 欠如

純正或い は 良質の 種子 ､ 防除 ･ 殺虫材及び信頼で きる農機具類 の利用 に

対する制限

農業 開発計画にお ける ニ
ー ズは 下記の 通りで ある ｡

① 国内研究者 の 技術能力 向上 の ため の 国内外 にお け る訓練 の 実施

② 書籍 ､ 定期刊行物 ､ C D - R O M な どの 既存農業図書館の 充実

③ 農民 の ニ ー ズ を掛酌 した適性技術 の 移転

④ 資力が 不足 する貧農に 対す る農業信用 の 供与

⑤ 総合農村開発事業の 策定 と実施

⑥ プ ラ ン テ ー シ ョ ン経営及 び農機具や肥 料
･ 農薬 の 生産 ･ 配 布な どに お い て 民 間

⑦

⑧

⑨

⑬

部門が積極的 に参画する た めの 環境作 り

生産者 ､ 交易人､ 農民及 び消 費者の 便益 に繋 がる農業市場情報 サ
ー ビス の 構築

一

般 に受け入 れ られ る マ
ー ケ ッ ト ･ セ ンタ ー の 設置及び輸送体系の 構築

純正種 子 ､ 肥 料 ･ 農薬な どの 利 用 可 能性 を保証 す る小 売店舗 の 確立

品質管理 サ
ー ビス の 構築に より ､ 非公 認の 種子 ､ 無登録肥料

･

殺虫剤
･ 農薬等

の 不法販 売及 び 配布 に 対す る監視 の 強化 と関連法律 の 施行



ⅠⅠ. 中央乾燥地域農業総合開発計画調査
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ⅠⅠ. 中央乾燥地域農業総合開発計画調査

2 .1 計画地域の概要

中央乾燥地域は マ ン ダ レ
ー

､ サ ガイ ン及び マ グ ワイ の 3 管区 に展開して い る ｡ これ ら 3

管区全体の タ ウ ン シ ッ プ数は 8 9 で ､ 総面債は 1 75 ･5 千 k 皿
2

( ミ ャ ン マ
ー 全体の 2 6 %) ､ 総

人口 は 1 7 百万人( 同 じく 3 7 %) ､ 人口密度は 1 k m
2
当 た り 9 7 人で ､ 全 国平均の 68 人を大

き く上 回 っ て い る ｡ 次 に ､ 中央 乾燥 地域 を構成す るタ ウ ン シ ッ プ 数 ､ 面積及 び 人 口 は そ

れ ぞれ 6 0 ( 3 管区全 体の 6 7 %) ､ 8 9 千 k m
2

( 同じく 5 0 % )及 び 1 3 ･ 9 百万 人 (同じく 8 1 %) で

あ り ､ 平均人 口密度は 1 k m
2
当り 1 5 8 人で 3 管 区の 平均 9 7 人を大きく上 回 っ て い る ｡ 言

い 換え れ ば ､ 人 口 密集域で も ある ｡ 管区別 の 土地 ･ 人 口状 況 は下 記に 示 す ご とく で あ る ｡

タ ウ ン シ ッ プ別土地及 び人 口 の 詳細デ ー タ を参考資料 に 示 す ｡

土地 ･ 人口総括表

マ ンダレ
ー

サガイン マ グウイ 合計 備 考

1 . タウンシップ数 23 1 9 1 8 6 0

2 . 面積( H a) 2
,
98 2

.
0 52 2

.
7 4 0

.
2 4 7 3

,
0 60

,
4 8 5 8

.
7 82

.
7 8 4

3 . 人 口 6
.
4 05

.
4 22 3

.
63 8

,
0 8 2 3

,
8 08

,
8 6 0 1 3

,
8 5 2

.
36 4

4 人 口密度( 人 / K m 2) 2 1 5 1 3 3 1 25 1 5 8

非乾 燥 地域

1 . タウンシップ数 4 1 8 7 29

2 .面積( H a) 7 1 2
,
8 3 0 6

.
63 0

.
20 3 1

,
4 21

,
8 7 0 8

,
76 4

,
7 0 3

3 . 人 口 5 29
.
9 3 5 1

.
7 7 9

,
9 3 5 86 5

,
7 5 3 3

,
1 7 5 ,6 23

4 . 人 口密度( 人 / K m 2) 7 4 2 7 6 1 3 6

全+ 辻
1 . タウンシップ数 2 7 3 7 25 8 9

2 ,面積( H a) 3
.
6 9 4

,
8 8 2 9

.
3 7 0

.
4 5 0 4

.
4 82

,
1 5 5 1 7

.
5 4 7

.
4 8 7

3 . 人口 6
.
9 3 5

.
3 5 7 5

.
4 1 8

.
0 1 7 4

.
6 7 4

,
6 1 3 1 7

.
0 2 7

.
9 8 7

4 . 人 口密度( 人 / K m 2) 1 8 8 5 8 1 0 4 9 7

中央乾燥地域を含む 3 管区で 栽培され て い る主要作物は水稲(雨期 ＋ 乾期) ､ とう も ろこ

し ､ 落花生 ､ ごま､ ひまわり及び 豆類であ る ｡ 水稲の 総生産量 は約 3 . 5 百万
ト
ン ､ 以 下と

う もろ こ し 1 5 7 千
ト
ン､ 落花生 4 3 6 千

ト
ン､ ご ま 2 6 4 千

ト
ン､ ひ ま わり 1 3 5 千トン ､ 豆類 9 6 0

千
ト
ン とな っ て い る ｡ 管区別 ･ 作物別の 生産デ ー タ を表 2 - 1 に 示 す ｡



表2 - 1 幸乞燥地域3 管区における主要作物生産状況

ト
▲

⊂)

U nit
P ad d y

M ai z e G r o u n d n u t S e s a m e S u n fl o w e r P ul s e s

M o n s o o n S u m m e r T o t al

> -
q

呵

｢ ⊃

⊂

q

≡

S o w n A r e a h a 2 23
.
29 2 70

.
4 03 2 93 .6 9 5 1 4

.
1 3 9 11 0

.
1 6 8 2 58

.
2 0 7 5 9

,
92 3 4 01

.
1 6 8

H a n / e S t e d A r e a h a 2 0 6
.
9 35 70 .1 6 3 2 7 7 .09 8 = ,68 2 1 0 5 ,1 6 8 2 5 8 ,20 7 5 9 .9 2 3 4 0 1

,
1 6 8

Yi eld レh a 3 .4 4 3 .9 2 3 .56 2 .2 1 1 .0 1 0 .28 0 .3 6 0 .6 0

P r o d u cti o n t o n 7 1 2
.
2 8 3 2 7 4

,
8 7 9 9 8 7
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次に ､ 国民の 主食であ る米 につ い て関連3 管区全体の需給 バ ラ ンス を以下 に概括する ｡

需要量 : 4
,
6 1 8

,
2 0 2 ト ン

1 11
,
9 7 1 トン : 種籾 ( 作付面積 1 ,1 1 9 ,72 1 ㌶ × 1 0 0 k g/ ㌶)

3 4 9
,
23 1 トン : ポス トハ

ー ベ ス ト ロ ス 及び他用途仕向け ( 生産量 ×1 0 % )

4
,
2 5 7

,
0 0 0 ト ン : 食糧需要 ( 総人口 × 2 50 k g/ 人)

供給量 : 3 ,4 9 2 ,3 1 1 トン : 地域内総生産量 ( 籾)

不足量 : 1 , 22 5 ,8 9 1 トン

以上の 分析 よ り関連 3 管区 にお い て は ､ 食糧需要全体の 約3 0 ㌫が不足 して い る こ とから､

地域 の 食塩安全 保 障の ため には 水稲 の増産 が 不 可欠 で あ る ｡ 他 方､ 乾燥 地域 の 名称 から

も判る よう に 本地域 の 年間降雨量 は 1 ,0 0 0 ミリ以 下 で あ り ( 雨量 に 関するデ
ー タ を参考

資料 に 示 す) ､ 雨期 の 収量 向上 と ､ 乾期の 作付面積拡大の た め には潅漑用 水の 確保 ･ 供給

が不可 欠で ある ｡ さ ら に ､ 限られ た水資源の 有効活用 の 観点か ら ､ 消費水量 が水稲 よ り

少な い 節水型 の 畑作物の 導入も必 要で あ る ｡

2 .2 計画の概要

2 .2 .1 中 ･ 大規模 資源開発型 ア プロ
ー チ : イ ラ ワ ジ及び支流群 の水 資源利 用可 能性

中央乾燥地域内 を流下 す るイ ラ ワ ジ 川 及び そ の 主 な
一

次支流で あ るテ ン ドゥ イ ン川 ､ ム

川 ､ ヤ ウ川 並 び に こ れ らの 支流群は年間流量 の 大幅な 変動 がある もの の ､ こ れ ら水 資源

の 利用 可能性を検討す る必 要があ る ｡ 今回の 調査 で は調査期間が短く ､ こ れ ら 関連河川

の 表流水並 び に 地下 水 に 関す る水文デ
ー タの 収集は 出来 な か っ た ｡ 従 っ て ､ 具体的な水

資源開発方針を示 すこ とは で きな い が ､ イ ラ ワ ジ本流 か ら取水 するポ ン プ 潅漑事業 が実

施され て い る こ ともあ り､ これ ら河川 の 本線に おい て 貯留施設を建設するの は経済 ･ 財

政的 に 困難が予 想され るが ､ 2 次支流 にお ける 開発や本流 ア ジア 開発銀行 の 融資を受け

て ､ P y a y 近郊に お い て イ ラ ワ ジ川 か らの 直接ポ ン プ揚水 に よる 潅漑事業 が 3 地 区で 実施

され た ｡ こ れ ら 3 地 区の 総潅漑面積は 1 0 ,3 7 0 b a で ある ｡ 3 地 区の 概要は 下記の 通 りで あ

る ｡
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ポ ン プ潅漑事業の 概要

項 目 単位 P a k a u n g e 地 区 D a Yi n d a b o 地区 N a tth a w 地区

1 . 潅漑面積 H a 2
,
4 4 0 4

,
4 2 5 3

,
5 0 5

2 . 主ポ ン プ機器
一 口径 m m 7 0 0 7 0 0 7 00

一 出力 E w 5 6 0 40 0 3 5 0

一 台数
ム
仁一 3 6 6

ー 最大揚水量 . / S e C 3 .0 6 6 . 2 0 5 .6 8

3 . 副ポ ン プ機器
一 口径 m m 4 0 0 ～ 60 0 6 00

一 出力 E w 7 4 ～ 7 5 1 8 5

一 台数
ム
E l 6 3

4 . 幹線用 水 路 延長 E m 3 0 5 5 5 1

5 . 幹線排 水路 延 長 K m 1 1 5 1 4 0

2 .2 . 2 環境資源保 全型小規模 開発ア プ ロ
ー チ

乾燥地域 におけ る農村 コ ミ ュ ニ テ ィ の 多く は生計を農業 に頼 っ て お り ､ 農地は彼等の 存

立の 重 要な 資源 とな っ て い る ｡ しか しなが ら ､ 表層 土 は浅く ､ 土壌水分保持能力は低く

さらに 肥 沃度は 貧弱で ある の が
一

般的な彼等の 農地の 荒廃は大 変厳 し い 状 況 に あ る ｡ 不

確実 ･ 不安定な 降雨の た め に乾燥地域で は常に 食糧の 安全 保障は確保で きな い ｡ さら に ､

土地の 細分 化 が進行 して お り ､ 小規模農家が 限界も しくは荒廃 し た土地 へ 進出
･ 展 開す

る傾向が顕著で あ る ｡ 乾燥地域 に お ける環境の 極度の 悪化は作 物の 生 産性を減 じ ､ 農家

の 負債が増加 し ､ 農家所得が減少 し､ 結果 として 土 地な し農民 の 数を増加さ せ て い る ｡

こ の よう な状況 を踏 まえ ､ 乾燥地域 に お け る農業開発は環境及 び資源保全 型 の ア プ ロ
ー

チで も っ て 取 り組む こ と が肝要で あ る ｡

土壌保全及 び ウ オ
ー タ ー

ハ
ー ベ ス トの 主要活動は沈砂用 ダ ム や堤防の 建設､ 余水吐の 改

良､ B e n c b T e r r a c e ､ C o n t o u r B u n d s 及 び チ ェ ッ ク ダ ム ､ 休耕 地改良､ R ai n ね11 M u ltip li e r S y s t e m

並 び に生物 学的保全 法があ る ｡ ウ オ
ー タ ー

ハ
ー ベ ス ト施設は林業活動を支援する た めに

も建設 され る が ､ 主 な も の は ､ 塑壕 工 法 ､ マ イ ク ロ ベ イ ス ン 工 法 ､ 矢筈積み 工 法及 び 半

月型集水施 設等 がある ｡

2 .2 .3 ソ フ ト分野的ア プ ロ
ー

チ

上記まで に述 べ た い わ ゆ る施設型 開発ア プ ロ
ー チを成功裏 に 導くため に は ､ 以 下に列挙

する ソ フ ト的開発ア プ ロ
ー チ の 実践 が不可 欠で ある ｡

垂加二型盟盟主.法遡_星ム

農村開発を含 む地域農業 開発事業をス ム ー ズ に推進 するた め には ､ 地域住民とりわ

け事業の 稗益 を受け る農 民 の 参画 が肝要で ある ｡ し か しな が ら ､ 計画策定や事業実
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施 に おい て稗益者を含む 地域住民 を参加させ る こ とは掛け声倒れ に終わ る ケ
ー ス が

多く見 られ る ｡ 計画策定
･ 事業実施 の 進 め方におい て基本的には ト ッ プ

･ ダ ウ ン型

とボ トム ･ ア ッ プ型 の 2 類型 が ある ｡ い ずれ の 形式もメ リ ッ ト
･ デメ リ ッ トを抱え

て おり ､ 特 に ､ ミ ャ ン マ
ー の 過去及び 現在 の政治

･ 社会体制か ら判断する とト ッ プ ･

ダ ウ ン 型 に よる 開発 が進 め られて きて い る ｡ もちろ ん現行開発プ ロ セス におい て も

民意を吸収する 努力がな され て い な い と 断じ るの は早 計で ある が ､ 事業施設の 永続

性を念頭 に置い た場合 ､ 計画策定段 階か ら稗益住民や不利益を蒙る住民 との 対話を

通じた ボ トム ･ ア ッ プ型 に よる住民参加を実施 する 必要が ある ｡

鑑 三盟_塵丑塵

限られ た土地
･ 水資源を効 率的 に活用 して 農業増産を行 うた め に は ､ 地域の 自然状

況及 び 需給な ど の 社会状況 を踏 ま えた作物選定 と選 定作物の 優 良種子 を確保 する こ

と が 必 須 で あ る ｡ 各作物 の 種子 に 関 して ､ 原種 に 関 す る 試験 ･ 研 究 は M y a n m a r

A g ri c u l t u r a l S er vi c e な どの 公 的機 関が担う
べ きで ある が､ こ の 原種 を基に した種子 増

殖は地域農民 に も積極 的に参画 させ る必 要が あ る ｡

本活動の 対象 とな る作物は概ね ､ 水稲 ､ 小 麦､ ヒ ヨ コ マ メ ､ 緑豆 ､ ご ま､ 落花生 ､

ひ まわ り等で あ る ｡ これ ら作物の 在来 品種を改 良した種子 を､ 普及 員及 び コ ン タ ク

ト ･ フ ァ
ー マ ー が共 同で 圃場に おけ る実証試験を行う た めの 実施要領を作成

･ 準備

する ｡ 試験項 目 と して は ､ 科学肥 料
･ 堆肥 反応試験や 防虫

･ 防除試験 を含む各種子

の トラ イ ア ル ･ テ ス ト (気候 ･ 地 域適応性 を含む) で あ る ｡

土盛肥温良改畳

乾燥地域 に お い て ､ 有機肥 料及 び化学肥料 の 施用 を通 じて 土壌肥沃度の 改良を行 う

ことは 喫緊の 課題 である ｡ 土 壌肥沃度改善の 基本ス タ ン ス は コ ン ポス トを含む 有機

肥料 の 大量施 用 で あり ､ こ れ に よ っ て土 壌の 物理 的組成や構造を維持する こ とが 可

能 とな る ｡ しか しな が ら､ 有機肥 料の 原材料や コ ン ポ ス ト生成 に 必要な湿分 ( 雨水)

を十分 に確保 する の は困難 であ るの が実状で あ り ､ こ れ らの 不足 分を補う形 で 化学

肥料の 適用も検討
･ 試験する 必要が あ る ｡ こ れ ら の 活動に つ い て は ､ 上 記種子 の 実

証試験 と同 じ枠組みで 実施 するた め の 手順 を策定する必 要があ る 0

乾燥地 にお け る農業 ､ 特 に畑作物栽培で は適正 な 防虫
･ 防除 が作物収量 ひ い て は農

家所得 に大きく影響する の が通例 であ る ｡ したが っ て ､ 各作物の 在来種 ､ 在来改良

種 ､ 高収量 品種 に対 して 防虫
･ 防除 マ ニ ュ ア ル を作成 するた め の試験体制構築とこ

れらの 圃場 におけ る実証行 う た めの 作業手順 書を作成 する ｡ 圃場 にお ける実証は 普

及員と コ ンタ ク ト ･ フ ァ
ー マ ー の 共 同作業 とな る こ とは上 記の 作業と 同

一

で ある ｡

1 3



農民参加 に よる環境 資源保全型 小規模開発を行うに当 り､ ①沈砂ダ ム や堤防或い は

段畑改良な どの ハ
ー ド施設の 建設 ･ 改修の た めの 資金手当て及び②作物生産の ため

の 季節資金手当て として ､ 事業参加農民 に対 して金融手当 てを行 う必 要がでて くる ｡

現在 ､ 農業金 融は国営の ミ ャ ン マ
ー

農業開発銀行が担当 して お り ､ 各タ ウ ン シ ッ プ

に支店 が設け られて い る ｡ こ の 銀行 から融資を受け るた めに は ､ 借 入れ 希望者は 同

銀行に 預金をする こ とが義務付 け られ て い る ｡ 環境資源保全型 小規模 開発事業の 受

益農民は それぞ れ の 地域 によ っ て 策定さ れた開発メ ニ ュ
ー に従 っ て 沈砂 ダム ･ 堤防

や段畑 な どの ハ
ー ド施設 の 改修 ･ 建設 ､ さ らに は計画作付体系に 従 っ て 新規栽培作

物の 導入 並 び に改良農法を実践 しな ければなら ず､ こ れ らの 清動の ため に長期的及

び短期 的 ( 季節的) 資金手当て が 必 要とな る ｡ 従 っ て ､ ミ ャ ン マ
ー

農業 開発銀行の

資金力並 び に 関係 タ ウ ン シ ッ プ支店 の 能力を勘案し て ､ グル
ー プ貸付 を含 めた最適

な資金貸与 シ ス テ ム を策定す る 必 要 がある ｡

量産丑 盛

年間降雨が少 な い 乾燥地域に お い て は天 水頼み の 作物生産は極 めて リ ス ク が大 きい ｡

こ の リス ク 回避 の
一

手 段 と して の 家畜飼養は 重要 で あ る ｡ 家畜 を飼養 する こ とに よ

り早魅や 洪水 な どで 作物 が被害 を受け た時 に
一

時的 に必 要と な る現金手 当て が可 能

となる ほ か ､ ミ ル クや 肉な どの 産物は住民 に 対 して の たん ばく質源とな る ととも に ､

排泄物は有機肥料特 に コ ン ポス ト製作の 重 要な原料とな る ｡

2 .3 調査 の 内容

本調査は 2 つ の フ ェ
ー ズ か ら成 る ｡ フ ェ

ー ズ Ⅰ は ス タ ディ エ リア 全 体をカ バ
ー

する マ ス

タ ー プ ラ ン の 形成の た め に 実施 され る ｡ また ､ フ ェ ー ズⅠⅠは選定 され た優先地域 に於 け

る F/S の た め に 実施 され る ｡

ヱ エ = ニ左_ L

乾燥地の た め基本開発計画を形成す る こ とを目的と し た マ ス タ
ー プ ラ ン ス タデ ィ がス タ

ディ エ リア の 種 々な現況を考慮 に入 れ て 実施 され る ｡ ス タ デ ィ の過程 で優 先順位 が決定

され る ｡

a) 資料 ､ 情報の 収集

_ 自然条件 : 地形 ､ 気象 ､ 水文 ､ 土壌 ､ 土地利用 ､ 植物な ど

_ 社会経済条件 : 管理 ､ 産業構造 ､ 人 口 ､ 労働力､ 地域社会 ､ 組織な ど

_ 農業 ､ 内水面漁業､ 林業畜産 : 土地利用 / 作付方法 ､ 農村経済､ 部門別

生産､ 部門別商 品の 市場性 ､ 農業機械化､ 収穫後処理 及び加 工
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ー 農業及 び地域イ ン フ ラ : 道路網､ 通信 ､ 電気 ､ 潅漑施設 ､ 調整池他

一 農業サ ボ
ー

テ ィ ン グサ ー ビ ス : 研究 と普及 ､ ク レ ジ ッ ト シ ス テ ム

ー 農業開発上 の 法令

b) 現在の 農業生産制度と食糧安定情況 の 状況分析

一 農業､ 内水面漁業 ､ 林業 ､ 畜産 : シス テ ム ､ 利用可能 な労 力､ 農場経済､

収入 ､ 経費､ 生産性な ど

_ 市場性 : 商品の 収穫後処理 ､ 市場 シ ス テ ム ､ 加 工 値段 シス テ ム他

_ 土地利用 : 土 地分類 ､ 農地利用 ､ 収穫度

_ 農業イ ン フ ラ : 潅漑 シス テ ム ､ 施設､ 維持管理 シ ス テ ム 他

_ 水文 : 利 用 可能水資源 ( 河川流量 ､ 地下 水他)

_ 組織 : 法令､ 管理組織及び予 算､ 農民組織 ､ N G O 他

● 農業 サ ボ
ー テ ィ ン グサ ー ビ ス : 部門別サ ボ

ー テ ィ ン グサ ー ビス ､ ク レ

ジ ッ ト シ ス テ ム ､ 投入供給 シ ス テ ム 他

_ 地域社 会 : 制度 ､ 伝統的習慣 ､ 少数民 族 ､ 地域社会 コ ン トロ
ー

ル シ ス テ

ム ､ 文化 ､ 人 々 の 能力他

c) 全ス タ デ ィ エ リ ア の 全 体的 マ ス タ
ー プ ラ ン 形成

_ ス タ デ ィ エ リ ア に於 ける 必要事項の 分析

一 土地利用 計画

_ 市場 と収穫後処理 改良計画

一 農林業計画

一 水 資源開発計画

一 潅漑排水開 発計画

一 農業 サ ボ
ー

テ ィ ン グサ
ー ビ ス 強化 計画

一 農民組織の 強化計画

一 内水面漁業開発計画

一 畜産開発計画

一 農村イ ン フ ラ改 良計画

一 環境イ ンパ ク トス タ ディ

_ 部門毎の ス テ ー ジ別 計画

d) 優先地区の 選定

e) 優先地区地形 図の作成

ヱ_ 主 二 皿

選定 され た優 先地 区 に つ い て F/ S が実施 され る ｡

a) 選定され た優 先地 区に つ い て 追加資料情報の 収集

b) 選定優先地区の F/S は次の 事項をカ バ
ー する ｡

一 水資源開発計画

一 潅漑開発計画

一 土地利用計画
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乾燥地の営農計画

収穫後処理及び 市場開発計画

農業及び 地域イ ン フ ラ 開発計画

維持管理計画

農民 グル
ー プ の 強化 と能力養成

農業サ ボ
ー テ ィ ング サ ー ビ ス 計画

内水面漁業開発計画

プ ロ ジ ェ ク ト費用と利益の 見積

経済財務評価

環境保全 計画

プ ロ ジ ェ ク ト実施計画

レ コ メ ン デ イ シ ョ ン

乾燥地の 総合地域計画の ク ライ テ リア 及び ガイ ダ ン ス 作り
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ⅠⅠⅠ. シ ッ ク ン川流域潅漑用水管理 マ スタ ー プラ ン計画調査



国 名 : ミ ャ ンマ ー 国 案件名 : シ ッ ク ン川流域潅漑用水管理マ ス タ ー

プ ラ ン計画調査

計 画 図
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ⅠⅡ . シ ツ タ ン川流域潅漑用水管理 マ ス タ ー プラ ン計画調査

3 .1 計画地域の概要及び シ ツタ ン川流域開発状況

3 .1 . 1 開発 の 経緯

シ ツ タ ン川 は ミ ャ ン マ ー 国 におい て大河川の
一

つ で あり ､ 人口 が密集する バ ゴ管 区を貫

流 し､ チ ー クを含む林 産物や農業 ･ 水産物 の輸送な ど経済発展 に責献する重 要な位置を

占めて い る ｡ ヤ ン ゴ ン ー マ ン ダ レ 一 間 の 幹線道 路及 び鉄道 は こ の シ ツ タ ン川 と交差 して

い る ｡

流域 内に は 東部 山岳地及び バ ゴ 山岳地帯に 源流を持 つ 多くの 支流が 直接シ ッ タ ン川 本線

に流れ 込 ん で い る ｡ シ ツ タ ン川 の 総流域面積は そ の 河口 まで を含め て 約 3 4 ,3 8 0 k m
2
で あ

り､ 人 口密集地域で もある ｡ 流域内の 年間降雨量 は 下流部で 3 ,8 0 0 m m ､ 上 流部で 76 0 m 皿

の 範 囲で ある ｡ 年 間総 流出量 は 4 2 0 億 トン で ある ｡ 雨期 に は 下流部にお い て 洪水の ため

に幹線道路及 び鉄道が遮断さ れ る こ とがあ り ､ また ､ 数千 ヘ クタ
ー ル も の 農地 が湛水す

る ｡ し か しな が ら ､ 乾期 に は農地が早魅に 見舞われ る ｡

1 9 6 3 年 に 潅漑局 の 技術者の 協力を得 て ミ ャ ン マ
ー

政府 は シ ツ タ ン川 流域の 開発計画策

定の た め の 調査 に 着手 した ｡ 同調査 の 結果と して ､ 1 3 件 の プ レ フ ィ ー ジ ビ リ テ イ ･ ス タ

デ ィ ( 1 2 件の ダ ム 計画及び 1 件の タ ヤ ワデ イ 郡 を対象と した洪水 防止計画) を含む報告

書が作成さ れ た ｡

本調査報告 書を基 に ､ U N D P の 協力の
一

環と して イ ェヌ エ
ー ピ ュ ンタ ザ事業の 詳細調査 が

19 7 3 年か ら 19 7 6 年 にか けて 実施さ れ ､ 翌 1 9 7 7 年に報告書が提 出され た ｡ 同報告書には

イェヌ エ ･ ダ ム ､ ビ ン ダ ･ ダ ム 及び カ ウ リヤ ･ ダ ム 各事業の ア レ フ イ
ー ジ ビ リテ ィ が取 り

まとめ られた ｡ こ れ ら
一

連 の ダ ム 事業 に より潅漑 ､ 発電及 びイェヌ エ
ー ピ ュ ン タ ザ平野の

洪水防止が検討 され た ｡

イ ェヌ エ ､ ビ ン ダ及び カウ リヤ の 本線に 建設する計画の ダ ム の うち ､ イ ェヌ エ
･ ダ ム が第

1 位 の 優先順位 が与えられ､ 1 9 79 年 に U N D P の 資金及び A D B の 融資によりイ ェヌ エ
･ ダ

ム 多目的事業 の 詳細設計が実施 され た ｡

3 .1 .2 水資源開発計画の 状況

農業
･ 潅漑 省傘 下の 潅漑局 は独自で ダ ムを建設 し､ 発電 コ ン ポ

ー ネ ン トを含む 潅漑事業

を実施 した ｡ シ ツ タ ン川 流域に お い て は ､ 大
･

中
･ 小規模の 2 9 ダム 事業に 関する フ ィ ー

1 7



ジ ビ リ テ イ ･

ス タ ディ 及 び詳細設計があり ､ こ の う ち 1 2 ダ ム事業は完 了 し､ 5 事業は現

在実施 中であり ､ 残 る 1 2 事業 は計画の 段階にある(表 3 - 1 参照) ｡ こ れ ら
一

連の 水資源開

発事業計画は地図 - 1 に示 した ｡

3 .1 .3 水資源開発事業の 進捗

1 9 64 年 9 月に 提出された U N D P の シ ツ タ ン 川流域水資源開発 の 報告書による と､ 1 3 の

大規模水資源開発事業 が含 まれ て い る ｡ こ れ らの うち ､ シ ンデ及び ナ ライ の 両ダ ム は既

に完 工 済み であり､ ボ ン ロ ン ､ ス ワ ､ イ ェヌ エ ､ ビ ン ダ及び カ ウリヤ の ダ ム事業 は現在施

工 中で あ る ｡ 残 る カ バ ウン ､ ビ ュ ･ チ ョ ウ ン ､ ク ン ･ チ ョ ウ ン ､ タ ウク
ー

エ
ー カ ヅ ト､

シ ュ ウ ェ キ ン及 び バ ウガタ の 各 ダ ム事業は 調査段階で あり ､ 実施 に 向けた準備 が必 要で

ある ｡

3 . 1 . 4 水資源開発案件の 実施

潅漑 ､ 水力発電及び 洪水 防止を含む水資源開発計画に 関 して ､ 2 0 0 0 年 1 0 月 に 潅漑局 及

び ミ ャ ン マ ー 電力会社 との 間で ミ ー テ ィ ン グ が持たれ ､ 以 下の 議題が討議 され た ｡

- シ ッ タ ン川 西岸の 多目的ダ ム 事業の 実施 に 閲 し､ カ バ ウ ン ､ ビ ュ ･ チ ョ ウ ン 及びイ ェ

ヌ エ の 各ダ ム 事業 に 優先度 を与える こ と ｡

- シ ッ タ ン川 東岸の ダ ム 事業 の 実施計画及 び タ ウ ク
ー

エ
ー カ ッ ト ､ シ ュ ウ ェ キ ン及び

バ ウガ タ潅漑事業 の 計画策定 を行う こ と ｡

会議の 結果､ 西岸に 展開する 4 件の 水資源開発事業の 実施 に第1 優先順位 を与える こ と

が合意さ れ た ｡

土ユヱ_ 主 二 剋 重畳

1 9 8 1 年 に 作成され たイ ェヌ エ 多目的 ダム 事業 に 関する フ ィ ー ジ ビリテ イ ･ レ ポ ー ト

に よれ ば､ 同ダ ム は施設容量 が 1 6 . 2 M W ､ 年間総 出力 7 5 . 5 百万 k w b の 発電所及び堤

高 7 2 m ､ 総貯水 容量 8 .4 5 億 トン の 貯水池が設計され て い る ｡ しか しなが ら ､ 上記 ミ
ー

ティ ン グ に おい て ダ ム の 設計が見直さ れ ､ 発電 に 関して は施設容量 2 0 M W ､ 年 間総

出力 1 2 5 百万 k w b に ､ ダ ム本体 に関 しては提高 7 6 . 5 m ､ 総貯水量 1 5 億 ト ン とする こ

とと し､ 洪水防御 の役割 を増す こ とが期待さ れ る ｡ 発電用 導水管か らの 放流及 び潅

漑用放水 工 の た め に十分 な 高さ の コ ツ フ ァ
ー

･ ダ ムを建設する こ とも協議 され た ｡

こ の 新 しい 設計案には余水吐 トンネ ル は含まれて い ない ｡ イ ェ ヌ エ ･ ダ ム事業は発電

プ ラ ン ト及び潅漑用放水 工 の 設計 に 早期 に 着手 する こ と とな っ た ｡
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表3 - 1 シッタン川流域開発計画暮

ト
･▲

＼8

N o . N a m e o f P r qj e c t Pl a n n l n g

A g e n c y

l m pl e m e n t a ti o n

A g e n c y

P u 叩 O S e P r e s e n t C o n diti o n
D a m H ejg h t

( m )

R e s e r v oi r

C a p a cit y

( M ‖i o n m 3)

Ⅰ汀ig a bl e

A r e a

( h a)

P o w e r

G e n e r a ti o n

( M W )

R e m a rk $

1 Si n t h e lD
.
U N D P ID l R C o m p l e t e d 3 3 .2 1 7 2 .7 1 3

,
1 1 2 .3

2 M o n C h a u n g ID I D I R C o m pl e t e d 1 2 .2 0 .6 1
,
96 2 .8

3 K i n th a lD ID I R C o m pt e t e d 1 2 .2 0 .1 8 09 .4

4 Y e zi n 1D ID I R C o m p l e t o d 3 3 .5 9 0 .0 6
.
41 4 . 5

5 N al aik M O A . U N D P ID I R C o m p l e t e d 2 5 .0 9 2 .5 8
.
5 39 .2

6 P a u n gl a u n g M E P 巳 U N D P ID . M E P E 1R
.
E P

.
F C U n d e r C o n s 仙 C ti o n 1 31 .1 6 9 0 .8 20

.
2 3 5 .0 2 80

7 C h a u n g M a n g e 1D I R T o b e C o n st r u c t e d 2 5 .9 1 1 .1 4
-
0 4 7 .0

8 Y a n A u n g M yi n ID IR T o b e C o n s 廿u c t e d 1 5 .2 8 .1 8 09 .4

9 T h e b y u C h a u n g tD lR T o b e C o n s レU C t e d 1 5 .2 7 .0 4 8 5 .6

1 0 C h a u n g M a g yi l D 1R T o b e C o n s けu c t e d 2 1 .3 8 .6 1
,
2 1 4 .1

1 1 S w a l D . U N D P ID IR
,
F C C o m p l e t e d 2 9 .6 2 8 1 .2 1 4

.
1 6 4 .5

1 2 T h a u k y e g a t M E P E
.
U N D P E P

.
F C T o b e C o n st m c t e d 1 4 9 .4 3 .6 5 1 .2 1 5 0

1 3 P a t hi I D ID t R C o m p l e t e d 2 7 .4 3 7 .6 1
,
6 1 8 .8

1 4 B a b e C h a u n g I D I R T o b e C o n st m c t e d 1 3 .7 3 0 .8 1
.
6 1 8 .8

1 5 K a b a u n g 1 D
.
U N D P IR

,
E P

.
F C T o b e C o n s tr u c t e d 5 2 .4 7 6 3 .5 5 4

.
6 3 4 .5 3 0

1 6 Y e t h o I D l D t R C o m pl e t e d 1 8 .3 1 9 .1 8 0 9 .4

1 7 P h o n G yi l D l R T o b e C o n s 廿u c t e d 2 1 .3 1 9 .7 2
.
4 2 8 .2

1 8 M i n y e I D ID I R C o m pl e t e d 1 4 .6 2 .9 8 09 .4

1 9 P h y u ID , U N D P l R
.
E P

.
F C T o b e C o n s b u c t ed 54 .9 1

.
1 1 0 .2 5 9 .49 0 .9 6 5

2 0 M g a n w o e C h a u n g ID I D I R C o m pl e t e d 1 6 .8 2 .4 2 0 2 .4

2 1 K u n M E P 已 U N D P I R
.
E P

,
F C T o b e C o n s t r u ct e d 4 1 .1 1 21 .4 8

,
09 4 .0 6 0

2 2 Y e n w e ID . U N D P I D l R
.
E P

.
F C U n d e r C o n s 廿u c ti o n 7 6 .5 1

.
4 9 5 .7 4 7 ,9 5 7 .0 2 5

2 3 B a w g a t a M E P E
.
U N D P E P T o b e C o n s t m ct e d 7 9 .9 6 8

.
7 9 9 .0 1 6 0

2 4 B ai n g D a ID , U N D P ID I R
.
F C U n d e r C o n st r u c t O n 3 7 .2 4 6 1 .3 1 8

.
89 9 .5

2 5 K a w li y a I D
,
U N D P l D I R . F C U n d e r C o n s t m ct O n 39 .6 2 0 3 .5 9

.
9 1 5 .2

2 6 S h w e g yi n M E P 巳 U N D P E P
,
IR T o b e C o n s t m ct e d 1 2 0

2 7 B a w ni lD ID l R C o m pl e t ed 2 5 .9 4 8 .7 2
,
4 2 8 .2

2 8 P yi n 日o n G y; 1D I D l R C o m pl e t ed 2 0 .1 1 3 .7 1
,
6 1 8 .8

2 9 Z a u n g t o M E P E
,
U N D P M E P E E P

.
I R

.
F C C o m pl e t e d 4 4 .8 4 0 7 .1 1 4

.
6 7 0 .4 2 4

3 0 S it t a n g P u m pi n g S t a ti o n I D . U N D P W R D U D

3 1 P e g u Di s 廿i c t R e ct a m a ti o n t D , U N D P l D U n d e r C o n s t r u ct O n B a g o D iv .

3 2 H a n th a w a d d y ID
.
U N D P ID D R U n d e r C o n st m c t O n Y a n g o n Di v .

L e g e n d (1): I D : 1 n
･ig a ti o n D e p a r 加 e n t , M E P E : M y a n m a r El e c 山 c P o w e r E n t 叩 ri $ e . M O A : M i ni st け O f A g ri c ult u r e . W R D U D : W a t e r R e s o u r G e S D e v ･ & U ti ･ D e p t

L e g e n d (2): I R : Ir ri g ati o n , E P : El e c tri c P o w e r , D R : D r如n a g e . F C : Ft o o d C o n t r ol





カ上 皿 j 臼且ヒ_ 主 + + ヒヨ上+ と巴ムj 臣監

カ バ ウ ン及び ビ ュ ･ チ ョ ウ ン各 ダ ム事業の ダ ム サイ ト､ 集水域及び潅漑地区の 地形

図は作成済み である ｡ 会議で は地質調査を早期 に着手する こ とが協議 され た｡ これ

らの ダ ム は コ ン ク リ ー ト ダム として 設計されて い る ｡ 外貨の 支出を抑える ために ､

外国 コ ンサ ル タ ン トの 雇用 は極力抑える こ とと し､ 施行 の 大部分は ミ ャ ン マ ー 側技

術者の 努力によ る こ とも確認され た ｡

事ヽ ヽ

.
一 ′

_
_ . _ J + ヽ

一
▲ナ I ･; ⇒才 + 曲

本 ダム 事業 に 関して は ､ ミ ャ ン マ
ー

電力会社が既 に フ ィ
ー ジ ビ リテ イ ･

ス タデ ィ 及

び 詳細設計を実施 済み で あり ､ 同社 が発電部門の み で なく ダ ム 建設部門の 施行も担

当する こ とが決議され た ｡ 潅漑局は取水用取り入 れ ダ ム 及び潅漑施設整備 の み を担

当す る こ とと な っ た ｡

3 .2 計画の 概要

3 .2
.1 計画目標

長期目標 として は ､

①

②

③

限 られ た水 資源を異 な っ た水利 用セ クタ
ー

間で の 最 適酒用 ｡

シ ツ タ ン川 流域 の 永続性を確保 するた めの 環境資源の 保全 ｡

流域内の 土 地 ･ 水 資源の 永続 的活用を高進さ せ る こ と に よる農村環境 の 向上 と安定 ｡

短期目標 と して は ､

① 水資源の 有効酒用 に 向け た水利 用 セ クタ ー

間の 適正 な水利 用 及 び管理計画 の 策定 ｡

② 流域内に水文監 視 シ ス テ ム の 設置｡

③ 策定された水管理 シ ス テ ム の モ デル 事業の 試験的実施等が含ま れ る ｡

3 .ユ.2 調査概要

調査 は 2 つ の フ ェ
ー ズ に分 け て 行う ｡ 即ち ､ フ ェ

ー ズ 1 で は マ ス タ ー プラ ン の 策定及 び

フ ェ ー ズ 2 で は 優先事業或 い は優先地 区に 関するフ ィ ー ジ ビリ テ ィ 調査を実施 する ｡ 調

査期 間は 両 フ ェ
ー ズ で合計 2 4 ケ 月 を見込む ｡ 調査の 内容は概 略下記の 通 りで ある ｡
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∠ 出 + + 謎は已

(1) 関連既存資料及び 情報の 収集及び レ ビ ュ
ー

ー 水資源開発を含む国家及 び地域の 社会
･

経済開発政策

一

水質を含む気象及び水文

一 地質及び 地下水

一 土壌 ･ 土 地利用及び営農
一

水利用 状況

一

洪水現 象及び被害

一 自然 ･ 社会的環境

(2) 関連施設の イ ン
ベ ン ト リ ー 調査

一 気象及び水 文観測施設

一 貯水 ダ ム ､ 頭首 工 ､ 発電 設備 ､ 潅漑施設な どを含む水利用 関連施設

(3) 水利用 実態調査

一 潅漑用 水

一 発電用 水

一 洪水 防止

一

河川 維持用 水

一 雄持 管理 実態

一 水利 用 ･ 管理 に関わ る法律 ､ 規制及び制度

(4) 現地調査
一

地形及 び地質

一

既存水利 用 施設 ( ダ ム ､ 潅漑､ 発電な ど)

- 土壌及 び 土地利用

一

水質

一

洪水被害

一

農村イ ン フ ラ

ー

自然
･ 社会環 境

一 関連支流群の 地形

(5) 分析作業

一 各水利 用 セ クタ
ー

の 水需要予測

- シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン分析

一

適正 水管理 シ ス テ ム の 構築

一 水利用施 設の 総合監視 シ ス テ ム の 構築
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( 6) マ ス タ
ー プ ラ ンの 策定

一 流域総合 開発 ･ 管理 計画

一 水管理 モ デル 計画の 策定

一 水利用施 設の 監視及び デ ー タ管理 シス テ ム の 策定

一

緊急 ･ 優 先サ ブ プロ ジ ェ ク トの 策定

一

関係機関及 び ス タ ッ フ の 能力開発計画の 策定

一

初期環境評価

一

実施計画の 策定

一

経済 ･ 財務分析及 び優先腰位設定

.z 三⊆ ニ
_
ズユ _…臥査

フ ェ
ー ズ 1 調査 で 同定され た緊急 ･ 優先事業 に 関する フ ィ

ー ジ ビ リテ ィ を検討するが ､

主たる作業内容は 下記の 通 りで あ る ｡

一 資料収集及び 現地視察に 関する補足調査

一

水配分 ･ 管理 計画の 策定

一 該当流域 の 環境資源管理 ･ 保 全計画の 策定

一

監 視及 び デ
ー タ 管理 計画の 策定

一 事業実施計画 の 策定

一

維持管理 計画 の策定

一 事業費の 積算

一 環境影響評価及び経済
･ 財務評価 を含む総合 事業評価
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Ⅳ . 総合所見

最貧国から離陸しようとして い るミ ャ ン マ
ー は ､ 当面は国家経済の 主柱である農業 の 生

産性を高め ､ 増大する 人口 に対 して食糧自給の 確保を図りつ つ ､ か つ 輸出を振興 して他

産業の 活性化 へ の 波及効果を狙 っ て い る ｡ その ため には農業技術の 近代化と農地及び農

業施設を含 めた農村イ ン フ ラ を整備 して 土台を強固にするため の 政策 に優先度が与えら

れて い る ｡

中で も 中央乾燥 地域は 年間降雨量 が 8 0 0 m m 以 下 で あ る こ と から ､ 農地 は 半乾燥状 態を

示 して い る ｡ さ らに ､ 少ない 降雨量 とはい え
一 旦 雨が降る とその 降雨強度が大き い こ と

もあ り ､ 貴重 な 農地の 表土 が流亡 しや す い と い う厳 し い 局 面に 置かれ て い る ｡ そ の ため

に ､ 同地域 の 食糧安全 保障の 度合 い は デ ル タ地帯の み なら ず 山岳地帯 よりも低位に 甘 ん

じて おり ､ 必然的に 貧 困度が国内で
一

番高 い 地域で あ る ｡

しか しなが ら ､ 中央乾燥地域で は そ の 気候特性を利用 した節水型の 畑作物の展 開が可能

で あ り ､ 特に ､ 現在 ミ ャ ン マ
ー

国が輸入 に 頼ら ざる を得な い 食用 油の た めの 油糧作物や

家畜振興 に 必 要な トウ モ ロ コ シ な どの 飼料用 作物の 栽培に 優位性 を保持 して い る こ とを

見逃 して は な ら ない ｡ こ の よう な状況下で ､ 中央乾燥地域 に おけ る農業開発戦略の 策定

は喫緊の 課題 で ある と い える ｡

他方 ､ ミ ャ ン マ
ー

国に お い て ､ シ ツ タ ン川 流域は エ
ー ヤ ワ デ イ 河流域に 次 い で 重 要な地

位を占めて い る ｡ 流域内に は 同国で 人 口 約 4 5 0 万 人を擁する 4 番目に 大き い バ ゴ管区が

存在する ｡ 同流域で は 1 9 6 0 年代 よ り水資源を含む諸 開発計画 が策定さ れ て きた ｡ 特 に ､

1 96 4 年に作成さ れた U N D P に よる水資源開発 マ ス タ
ー プ ラ ン は ､ 本流域開発の バ イ ブル

と して 活用 さ れ て きた ｡ 本 マ ス タ
ー

プ ラ ンで 同定さ れ た い く つ かの 貯水ダ ム事業は 同国

の 予算や A D B の 資金を利用 して建設 が完了 して い る ｡

同国で は ､ 現在の 軍事政権 が人 権抑圧的な政策 を実施 して い る と して 国際社会か らの 資

金援助 が途絶える 中､ 独自の 予 算 と若干の 外国技術者の 動員 に よ っ て ､ 次々 と諸ダ ム 開

発計画 に対 する詳細設計を行い ､ 着 工 して い る ｡ 特 に ､ シ ツ タ ン川 流域 の ダ ム 群の 中に

は水力発電に適 したも の も数多く含 まれ て おり ､ 同国内の 電力逼迫状 況を受けて 発電を

含む多目的ダ ム を 2 0 0 6 年 まで に 完成さ せ るとの 基本政策 を定 めてい る ｡

さ らに ､ U N D P の マ ス タ
ー

プ ラ ン作成時点は 19 6 0 年代 で あ り､ 同流域に お け る社会
･ 経

済環境 は大きく異な っ て きて い る ｡ 特に ､ 国内の 食糧安全保 障の 確保や輸 出向け作物栽

培の た めの 潅漑用 水の 急速な需要増 ､ 先に述 べ た エ ネ ル ギ
ー

事情の 逼迫 による水力発電

開発 へ の 要請､ さら に は ､ 流域内の 開 発に より整備され た社会イ ン フ ラ や そ れ に 伴 う経
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清酒動に対する洪水被害の 増加な ど､ 水資源に 関連する周辺環境は大 きく異な っ て きて

い る ｡

こ の ような状況下で ､ い わゆ る 虫食 い 的に実施 され て い る水資源開発事業 により､ 流域

環境 ､ 例えば本川並 び に支流群 におけ る水質の 悪化 ､ 河口 付近では 塩水の 遡上 な どに少

な からぬ悪影響が 出始 めて い る ｡ 従 っ て ､ こ の 段階で 流域 の 総合的水 資源管理 を通 じて

均衡の 取れ た地域開発を進 める こ とは国家目標の 達成の た め にも緊急課題で ある ｡

ミ ャ ン マ
ー

国側の 実施機 関で ある農業計画局及び 潅漑局で はそ れぞれ 上記2 計画の 実施

を急 い で い る が技術 的に も経済的に も制約が あ るた め ､ 日 本国政府の 技術協 力 に よ っ て

実施さ れる こ とを強く望ん で い る ｡ 両案件 とも 日本が培 っ た多くの 経験や技術が展開で

きる分野で も あ り ､ 将来 こ の 両案件 が､ 日本政府 の
｢ 開発調査 案件+ と して 取 り上 げられ ､

調査結果に基 づく中央乾燥地域の 戦略的農業 開発計画並 び にシ ッ ク ン川流域の 総合水資

源管理 計画 が推進さ れ る こ と を期待 して い る ｡

尚､ 今次調査 で は 日程 の 関 係か ら実施機 関との 協議が 主 な作業 となら ざる を得なく な り ､

現地視察並 び に関連資料
･ 情報の 収集 が十分 に 行えなか っ た ｡ しか しな がら ､ ミ ャ ン マ

ー

側実施機 関 で あ る農業計画局 及 び 潅漑局 と も に調査 の 実施 に 向けて の 意欲は十分 に感 じ

る こ とがで きた ｡ 従 っ て ､ で きる 限り早 い 機会に 両案件 の フ ォ ロ
ー ア ッ プ調査 を行 い ､

日本側 へ の 要請 に 繋が る よう な内容の 詰め 並 び に 公 式要請 文書の 作成 支援を行う必 要が

あ る ｡
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添付資料



添 付 資料

1． 調査団員

宮西 敬朋 （株）三祐 コンサルタンツ 海外事業本部 技術部第 1 課参事

2． 調査 日程
日順 月日 曜日 行程 ・作業内容 宿泊

1 3／07 水 移動　 東京一バンコク T G64 1 ヤンゴン

バ ンコクーヤンゴンT G 305

2 3／08 木 （祭日）三祐 関係者より情報収集 ヤンゴン

中央乾燥地域関連要請書原案のレビュー

3 3/09 金 農業計画局にて要請書原案の説明及び打合せ ヤンゴン

ミャンマー農業サービスにて打合せ及び関連資料の収集

4 3／10 土 収集資料の整理・レビュー ヤンゴン

5 3／11 日 同上 ヤンゴン

シッタン川 流域潅漑用水管理 M ／P 関連構想の検討

6 3／12 月 潅漑局にて事前打合せ ・資料情報の収集 ヤンゴン

開発構想原案の作成

7 3／13 火 潅漑局にて開発構想につき協議 ・打合せ ・資料収集 バンコク

大使館にて報告及び打合せ

移動　ヤンゴン ーバ ンコクTG 306

8 3／14 水 移動　 ハ中ンコト 東京 T G 772

3． 面談者

（1）大使館

古川和弘　　　　　　　 二等書記官

(2)農業計画局(Dept. of Agricultural Planning)
U Tin Htut Oo Director General

(3)ミャンマー農業サービス(Myanmar Agricultural Service

U Maung Maung Yi Manager, Planning Division

uAye Tun　　　　　　土地利用部長



(4)潅漑局(Irrigation Department)

U Kyaw San Win Director General
U Khin Zaw Dy. Director General

U Ohn Gaing Director, Design Branch



4 . 現地写真



Ⅰ
. 農業計画局にての打合せ風景



ⅠⅠ. 潅漑局 にての打合せ風景



5 . 参考情報



Monthly Rainfall

Station: Pyawbwe
(\Inità"inch}

Y e a r J a n . F e b . M  a r . A p  r . M a y J u n e J u l y A u g . S e p . O c t N o v . D e c . T o t a  l

1 9 8 6 n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a .

1 9 8 7 n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a .

1 9 8 8 n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a .

1 9 8 9 n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a .

1 9 9 0 n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a .

1 9 9 1 2 . 5 8 2 . 7 6 5 .5 4 5 . 9 1 5 .8 2 1 .3 4 3 . 8 2 5 .7 0 2 .0 9 3 5 .5 6

1 9 9 2 1 .0 0 4 .6 8 2 .5 6 6 . 5 7 9 . 7 1 3 . 1 7 3 .4 2 1 . 1 4 3 2 .2 5

1 9 9 3 1 .1 2 1 .5 2 4 .8 7 1 .5 3 2 .2 3 5 . 1 9 5 .7 5 2 2 .2 1

1 9 9 4 0 .5 8 0 .1 7 1 .4 7 2 .8 7 0 .3 3 6 .2 2 1 .7 1 1 .4 3 0 .9 0 1  5 .6 8

1 9 9 5 6 .0 9 2 .7 2 3 .1 7 4 .0 9 8 .5 5 5 .7 2 3 .5 6 3 3 .9 0

1 9 9 6 0 .9 5 0 .8 7 2 .l l 2 .4 9 5 .6 0 2 .7 6 7 . 5 1 1  2 ,2 9 1 .3 5 4 .0 3 3 9 .9 6

1 9 9 7 0 .8 7 0 .2 5 2 . 9 4 3 .8 5 1 3 . 1 0 3 . 9 1 1 .6 5 0 .6 9 0 .4 5 2 7 . 7 1

1 9 9 8 0 .3 1 0 .7 2 3 .0 6 2 .0 5 1 .4 2 2 .4 9 1 7 . 7 6 4 .6 9 3 2 .5 0

1 9 9 9 0 .2 6 0 .0 6 2 .9 2 5 .9 9 7 .0 6 5 .9 9 1 .8 1 4 .4 8 1  0 .5 0 4 .4 0 4 3 .4 7

A v e r a g e 0 .0 3 0 . l l 0 .4 0 1 . 1 0 3 .4 4 4 . 1 2 4 .5 3 4 .8 7 6 .2 4 4 . 1 5 2 .1 9 0 . 2 8 3 1 .4 7

Monthly Average Rainfall (inch)
(1991 - 1999)

Jan. Feb. Mar. Apr. May June July Aug. Sep. Oct. Nov. Dec. Total



Monthly Rainfall

Station: Kyaukpadaung
(Unit:inch)

Y e a r J a n . F e b . M a r . A p r . M a y J u n e J u ly A u g . S e p . O c t N o v . D e c . T o t a  l

1 9 8 6 n . a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a .

1 9 8 7 n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a .

1 9 8 8 n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a .

1 9 8 9 n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a .

1 9 9 0 n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a . n .a .

1 9 9 1 2 .0 3 0 . 5 9 1 .8 0 2 .3 6 3 . 5 9 1 .2 5 5 .4 7 2 .0 3 0 .4 5 1 9 .5 7

1 9 9 2 0 . 3 7 0 .2 7 4 .0 8 2 .3 5 1 .4 5 4 .2 7 6 .9 8 9 .1 3 1 . 8 2 0 . 1 3 3 0 .8 5

1 9 9 3 0 .3 4 5 .4 8 2 .9 3 0 .8 0 4 .5 0 8 . 7 3 4 .8 6 2 7 .6 4

1 9 9 4 0 .5 3 1 .0 7 9 . 2 5 2 .2 5 8 .0 0 5 . 7 9 0 .8 2 0 .6 3 2 8 .3 4

1 9 9 5 0 .8 0 1 .8 5 1 . 9 6 3 .2 6 3 .9 2 8 .4 5 6 .8 9 1 .8 7 2 9 .0 0

1 9 9 6 0 .8 7 1 . 7 2 1 .3 6 3 .4 8 7 . 5 1 2 .8 7 6 .2 5 9 . 2 0 3 .7 4 2 .5 0 3 9 .5 0

1 9 9 7 1 . 7 2 0 . 1 7 2 .8 7 1 .9 3 6 .4 4 5 .0 4 8 . 1 4 2 .3 0 2 8 .6 1

1 9 9 8 0 .3 0 2 .3 7 0 . 1 3 1 .0 2 5 . 1 2 1 2 .7 6 2 . 7 7 2 4 .4 7

1 9 9 9 1 .4 5 8 .9 2 2 .3 7 8 . 9 2 3 .6 6 2 .7 3 7 .4 8 1 .8 3 3 7 . 3 6

A v e r a g e 0 .0 0 0 . 1 4 0 .3 8 0 . 8 1 3 .4 1 3 .3 6 3 . 2 6 4 .9 3 7 . l l 4 . 8 3 1 . 1 9 0 .0 6 2 9 .4 8

Monthly Average Rainfall (inch)
(1991 - 1999)

Jan. Feb. Mar. Apr. May June July Aug. Sep. Oct. Nov. Dec. Total



M o n thly R ai nf 訓

(U nit :i n G h)

S t 水i o n : N y a u n g
-

∪

Y 8 a r J a n . F e b .
M a r . A p r . M a v J u n e J ul y A u g . S ¢P . O c t N o v . D o G . T o t al

1 9 86 0 .0 4 0 .3 5 2 .91 1 .22 9 .9 6 8 .38 2 .2 1 1 .1 4 2ヰ.2 1

1 9 87 0 .2 4 0 .9 8 0 .1 8 3 .1 9 3 .
1 9 1 .06 4 .6 4 4 .92 5 .1 2 0 .6 7 24 .1 7

1 9 88 0
.
0 4 3 .4 3 1 0 .31 4 .88 0 .51 2 .91 4 .3 7 4 ､61 31 .0 8

1 9 89 2 . 糾 3 .8 6 2 .2 4 1 .6 4 ¢.4 2 8 .89 5 .55 29 .2 4

1 9 9 0 0 .3 9 4 .6 5 7 .6 4 0 .98 1 .6 5 5 .83 2 .6 8 0 .39 2 4 .2 1

1 9 9 1 1 .0 3 2 .2 5 1 . 2 7 0 .6 4 4 .0ヰ 3 .4 6 5 .3 1 0 .9 7 0 .2 7 1 g .2 4

1 9 9 2 4 .4 2 2 .7 2 2 .1 0 3 .9 0 1 .96 5 .56 1 .3 4 0 .39 2 2 .3 9

1 9 9 3 0 .38 3 .9 5 2 .8 5 0 .3 1 1 .9 5 6 .8(i 1 .28 1 7 .5 8

1 9 9 4 0 .05 1 .0 7 0 .9 9 3 .4 4 2 .93 4 .49 1 .8 3 0 .40 0 .5 5 1 5 .7 5

1 g 9 5 0 .9 3 0 .8 0 1 .
45 3 .46 4 .89 3 .22 2 .1 8 1 8 .7 1

1 9 g 6 0 . 7 5 2 .2 5 0 .
1 0 1 .2 5 3 .9 0 0 .4 0 6 .1 6 6 .

7 9 3 .1 8 1 .5 g 2 6 .3 丁

19 9 7 2 .2 5 0 .8 0 1 .50 0 .8 2 2 .0 2 4 .g 4 1 .1 7 1 .2 4 0 .2 8 1 4 .82

1 99 8 2 .6 8 0 .3 5 1 .3g 7 .6 7 2 .03 0 .0 4 1 4
.
1 6

1 99 9 0 .3 9 8 .92 3 .86 8 .9 2 1 .71 5 .6 9 9 .39 3 .
7 8 3 8 .6 4

A v o r a g 8 0 .02 0 .1 2 0 .36 0 .
6 8 2 .86 3 .2 7 1 .g 2 3 .9 4 4 .80 3 .8 8 1 .2 3 0 .0 7 2 2 . 75

M o nthly A v e r a g e R ai n 払11 (i n c h)
(1 9 S 6 - 1 9 9 9)

2 5 . 0 0

2 0 .0 0

1 5 .0 0

1 0 .
00

5 . 0 0

0 . 0 0
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Monthly Average Rainfall (inch)
(1986 - 1999)
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